
第2回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　議　事　次　第

1．日　時　　平成6年2月16日（水）

　　　　　　　14：00～14：10・

2．場所　宇宙開発委員会会議室

3．議　題

4．資　料

（1）前回議事要旨の確認について

（2）平成6年度政府予算案について

委2－1
委2－2－1

委2－2－2

第1回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

平成6年度宇宙関係予算政府原案

平成6年度宇宙開発関係経費等総括表



1．日時

2．場所

3．議題

4．資料

　　第1回宇宙開発委員会（定例会議）
　　　　　　　議事要旨（案》

平成駈2月2日（水）

11：30～11：40

宇宙開発委員会会議室

（1）前回議事要旨の確認について

（2）宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）計画について

委1－1

委1－2

第20回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨
（案）

宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）計画につ
いて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴一’
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　文部大臣官房審議官（学術国際局担当）
　運輸省運輸政策局次長
　運輸省気象庁総務部長
　郵政大臣官房審議官（通信政策局担当）
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● 事務局

　科学技術庁研究開発局長
　科学技術庁研究開発局宇宙企画課長
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一
他
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6．議事
　　（D前回議事要旨の確認について　　　　　　　　　　・　｝
　　　　第20回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（資料委1－1）が確認
　　　　　された。

　　（2）宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）計画について　　早
　　　　文部省学術国際局　田中研究機関課長より、宇宙実験・観測フリーフ
　　　　　ライヤ（SFU）計画について説明が行われ、日米間の協力を含む今
　　　　後の計画の進め方について了承された。



　　　　　　　　　　　　　　平成6年2月16日’

　　　　　　　　⑱：国庫債務負担行為限度額、単位：百万円）・’．

●

省庁別の主な事項 平成5年度
柾於¥算額

平成6年度 比較増減額 備考

　　　　　6　，
香@　計

⑱115，248

@201，700
㊨117，237

@217，502
㊧　1，989

@15，803
女揃年度比
P07．8％

科学技術庁

P．宇宙開発事業団

i1）H－H計画

@H－Ilロケットの開発　．

A伎術試験衛星VI型（ETS－Vl）の開発

B通信放送技術偉遅（COMETS）の開発

C伎術i式験衛星Vll型（ETS－VIDの開発

D宇宙往還技術試験機の研究開発

EJ－1ロケットの開発

F当直i星間通信実験衛星（OlC・ETS）の
R（2）宇宙環境利用総合推進計画

@宇宙ステーション計画

mうち・年季灘リ山フライヤ〕

mうち・箏読哩騨鑛薪騎

AJEM利用実験のための計画研究

㊥94，453
@157，0了5

?X3，432
@152，184

奄R8，786

@69，378

@16，934

@12，493

?Q2，868

@4，121
堰@5，512

@2，754
?@1，524

@2，511
?@4，917

@3，215
堰@　695

@　181

?S0，308
@46，704

?S0，308
@45，831

@1，311
?@　147
@4，078

@　211

㊨77，028
@168，987

宴ﾎ028
@164，348

@一　
堰f39，519

@68，427

@1，654

@3，945
?@4，823
@15，530

奄P7，254

@8，743
堰@3，650

@4，046
堰@1，5§0

@2，909
堰@1，950

@　770
奄Q2，726
@47，905

?Q2，726
@46，750

@　526

@1，078

@　399

㊨△17，425

@U，912

堰｢16，404

@12，164

Q　　733
｢　951
｢15，280

｢8，548

堰｢18，045

@11，409

?P1，742

@5，988
?@2，125

@1，536
堰｢3，327
｢　306

堰@1，255

@　588
堰｢17，582

@1，201
堰｢17，582

@　919
｢　785・

Q△　147
｢2，999

@　188

　　一

一1・＿’



省庁別の主な事項 平成5年度 平成6年度 比較増減額 備考
当初予算額

㊧14，338 ㊥14，783 ㊥　　446
（3）封戸免誤1贈i拍旨筐言十画 19，532 30，759 11，227

G瀞止気象衛星5号（GMS－5）の開発 1，506 1，117 △　389

②地球観測プラットフォーム技術衛星（AD ㊧　9，226 磧　　30 ㊥△9，196
EOS）の開発 11，887 18，352 6，465

㊧　a．024 ㊥　8，646 ㊥　5622・’：∫

③熱帯降雨観測衛星（TRMM）の開発！・ 919 2，537 L618

④環境観測肢術衛星（ADEOS－ll）の開発 ㊨　　789 ㊧　5，135 喧　4，346

磯
143 1，699 ，　L556

⑤地球観測関連研究のうち ㊥　　643 ㊧’　643
高分解能観委曲術の研究． 2

1
347 ・326

㊨　LO21
2．航空宇宙技術研究所 4，258 4，058 △　201

，一一

①革新航空宇宙輸送要素技術の研究 283 279 △　　4
。　ニ　一

②無人有翼往還機の研究 324 732． 408

㊥　1，021 ⑱△1，021

③投備整備、施設費等 2，670 2，027 △　642

ほか、宇宙開発委員会に必要な経費等 632 581 △　　51’－

8
9

908 819

通信衛星使用料及び衛星地上局設備改豹萎費

480 611 131

衛星搭i載用観測　九　開制乍費

㊨20，684 喧　9，809 ㊨△10，875
文部省 20，646 2L414 768

● C第16号科学衛星（MUSES－B）の開発
3，939 　4，2田

?@乳809
　263
?@9，809

②第17号科学衛星（LUNAR－A）の開発 566 952 386

㊧　8，961 ㊨△8，961
．　o　　■一・ ③第1・8号科学衛星（PLANET－B）の開発 3，036 980 △2，056

④第19・号科学衛星（ASTRO－E）の開発研究 0 5
1

5
1

⑤宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU） 939 L971 1，032

の開発

㊨　5β10 ㊨△5，310

⑥M－Vロケットの開発 5，238 4，894 △　344，

㊥　6，413 ㊥△a413
ほか、M－Vロケットの製作等 6，927 8，364 1，437

一2’一



省庁別の主な事項 平成5年度 平成6年度 比較増減額 備考
当初予算額

13，987 12，007 △1，980 1

①宇宙実験・高高フリーフライヤ（SFU） 4，397 2，630 △1，766
の開発

②軌道上からの無尺回収システム（EXPRESS） 3，325 776 △2，550
の開発

｝

③極軌道’プラットフォーム搭載用資源探査観

測システム（ASTER）の研究開発， 2，907 4，003 1，096

，　〇　　一 ④宇宙用ロボット技術実験装置の開発 137 194 57

ほか、次世イ」㈱冷血レーダ等あ研究開発、 3，221 4，404 1，183

次断6品室効果気体センサ（IMG－11）の
研究開発等．　　　　　　　　　　　、

㊥　　111 ㊨30，400 ㊥30，289 　魑＿＝@，，　　．

7，517 9，480 L963

①塩止気象衛星5号（GMS－5）の開発 4，519 3，351 △1．168’

②灘信号用中継器（静止気象衛星5号塔載 ．　　　　　　、　　　　　　　　・　σ

用）の開発 。　　　37 32 △　　5

㊥30，400 ㊨30，400
③醒虚誕目的衛星の調達 o 140 140

㊧　　川 ㊥△　111
ほか、静止気象衛星業務等 2，961 5，957 2，996

1，859 2，605 746

● ■①高度衛星通信放送技術の研究開発 662 692 3
1

②衛星間通信伎術の研究開発 286 313 27

③陸上移動体衛星通信及ひ擁当体衛星音声放

送システムに関する研穽開発 1
0

136 126

ほか、宇宙からの降雨観測のための二周波ド 901 1，464 562

ップラレーダの研究等

建設省 6 1，448 1，442

人工衛星を利用した地殻の三汝：元変動の把 〕

騰 向

自殆省 4
1

42 ．1

無泉通信施設の維持管理

一3一



、’平成6年度 U宙開発関1系経費等総括‘㊨：国麟擁雛輝騨’委2－2－2

平・成　5　年　度　当　初　予　算　額 平　成　6　年　度　経　費
省　　　庁

宇宙開発関係 宇宙関連 食　計 宇宙開発関係 宇宙関連　　i 合　　計

科報術庁
⑬　　94，453，086

@157，074．760 一　一　　一　一　〇一

㊨　　94，453，086

@157，074，760
㊨　　77，028．071

@168，986，955 一一 V一一一

㊨　　77，028，071

@168，986，955

警察庁 一　一　一　一　一 89，180 89，180
一7一一一

907，882 907，882

環　境　庁 479，856 一　　一　　一　　一　　一 479，856 610，841 一　　一　　一　　一　　一 610，841

文部省
⑮　　20，683，645

@16，178，859 4，466，マ90
㊨　　20，683，645

@20，645．649
⑮　　9，808，690

@16，825，296 4，588，728
㊨　　9．808，690

@21，414，024

通商産業省 13，987，203 一　一　一　一　一 13，987，203 11，527，063 辱　480，163 12，007，226

運　輸　省 4，568，896
磯　　　110，873

@2，948．273
輸　　　110，873

@7，517，169
㊨　　30，400，000

@3，526，130 5，954，315
積）　30．400．000

@9，480，445．

郵政　省 1，266，378 592，503 1，858，881 L457．235 L147，737 2，604，972

建設省 一　　一　一　一　一 6，129 ．　　　　　6，129 一　　一　　一　　一　　一 1，447，798 1，447，798

自　治　省 一　　一　　一　　一　　一 40，956 40，956 一　　一　　一　　一　　一 42，263 42，263

総　計

㊨　115，136．73ガ　193，555，952

⑮　　　110，873

@8，143，831
㊨　115，247，604
@201，699，783

⑬　117，236，761

@202，933，520 ’14，568，886

幽㊨　　117，236，761

@217，502，406

注　宇宙開発委員会が行う見積りの範囲内の宇宙関係経費を「宇宙開発関係」として、範囲外のものを「宇宙関連」として整理した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　1　一



儀
2． 平成6年度宇宙開発関係経費（宇宙開発委員会が見積りを行うもの）の概要

3
（単位：千円）

省 平成5年度 平成6年度 平成6年度　「　平成5年度　「
担当機関 事　　　　項 要　　　　　　　旨　　　　　　　　　　　l　　　　　　　l

庁 当初予算額 経　費 経　費　　L　当初予算額　」

研究開発局 宇宙開発委員会に必要な
o費

…　73，605
74，502 宇宙開発委員会運営等　　　　　　　　　　　74，502　（　　　為，605）

r 「

1地球環境遠隔探査技術 11
等
の
研
究
に
必
要
な
経
費
L 一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一

地球環境リモートセンシング技術の研究　　　100，664（　　　93，2321　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

科 一般行政に必要な経費 48，376 48，376
宇宙開発推進事務等　　　　　　　　　　　　48，376　（　　　48，376）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

科学技術者の資質向上に
必要な経費 42，734 42，734 宇宙開発関係者の海外派遣　　　　　　　　　42，734　（　　　42，734）

学
種子島周辺漁業対策事業
に必要な経費 412，000 412，000 種子島周辺対策事業　　　　　　　　　　　412，000　（　　412，000）

小　　　計 576，715 577，612

技

長　官　官房 一般行政に必要な経費 3，780 3，780 宇宙開発普及啓発　　　　　　　　　　　　　3，780　（　　　3，780）

，　　．

術 航空宇宙技術研究所に必 御　1，021，410
航空宇宙技術研究戸 要な経費等 4，258，265 4，057，563 革新航空宇宙輸送要素技術の研究　　　　　　278，931（　　282，936）

無人有翼往還機の研究　　　　　　　　　　　732，293　（　　324，243）

先進液体ロケットエンジン要素の研究　　　　124，000　（　　112，300）
庁

衛星基礎技術に関する研究　　　　　　　　　44，412　（　　　40，012）

宇宙環境利用実験技術の研究　　　　　　　　144，765　（　　123，279）

「（債）1，021，410「

設備整備、施設費等　　　　　　　　　　　2，027，400L　　2，669，620」

経常事務費　　　　　　　　　　　　　　　705，762　（　　705，875）

2



き 省
担当機関 事　　　　項

◎5年度 平成6年度 要　●　　旨
庁 当初　　額 費

．宇宙開発事業団 宇宙開発事業団出資及び
武ｬにφ要な経費

御93，431，676
@152，184，000

債77，028，071
@164，348，000　　　　　　0 宇宙開発事業団出資金

宇宙開発事業団補助金

科 ［宇宙開発事業団の収支計画］

収入

政府出資金

政府補助金
学

その他（事業収入等）

支出

技 人工衛星開発経費

宇宙環境利用総合推進経費

ロケット開発経費
術

ロケット打上げ経費

種子島宇宙センター施設建設経費

庁 人工衛星追跡管制経費

筑波宇宙センター施設建設経費

地球観測情報処理経費

事業運営費等

、 一般管理運営費等

一　3　一

　平成6年度

　　経　費

⑮77，028，071
　1551，553，000

　12，795，000

　172，038，225

　151，553，000

　12，795，000

　　7，690，225

㊨77，028，071
　172，038，225

（韮琶》　19，199ド403

　40，583，702

㊨　22，725，948

　47，885，917

喧養）　25，027，305

　32，070，940

　　7，446，269

疏華…）　　2，349，109

　　3，728，030

ぐi奏》　　2，321，264

　　8，748，037

磧）　　5，075，357

　　6，060，944

百責》　　　　329，685

　　8，590，742

　　4，068，677

　12，854，967
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単市：千円

省
担当機関 事　　　　項

●成5年度
平成6年度 要●　旨　　平成6年度「平成5年度1

庁 当初予　額 経費 主要開発プ。ゲ弘の経　　　　　　　　　　呈　費　　L　当初予一額　」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬g－IIロケットの開発　　　　　　　　　1，654，445　（　16，934，324）

1 … H－llロケット試験機！3号機の開発　　　　1，098，311（　5，029，686）
「㊧　1，410，000「

科 H－llロケット予備機の開発　　　　　　　9，154，833　L　　3，836，977」

蛭藝）　　1，589，730　　「〔1養＞　　4，917，000　－1

J－1ロケットの開発　　　　　　　　　2，908，856L　　3，214，929」

技術試験衛星Vl型（ETS－Vl》の開発　　　3，944，600　（　12，492，604）

学
●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　可蓑）　　4，823，　145　　「く1藁）　22，868，435　－1

ﾊ信放送技術衛星（00MEτS）の開発　　　　15，530，055　L　4，121，044」

E迂套）　17，　253，　603　　「百重）　　　5，　512，　055　　・一1

技術試験衛星Vll型（EτS－Vll》の開発　　　　8，742，589　L　2，754，213」

＜1蚤＞　　3，649，884　　「塚養）　　1，524，466　「

宇宙往還技術試験機の研究開発　　　　　　4，046，373L　　2，510，683」

光衛星間通信実験衛星（01CEτS》の　　　（薗　1，950，000「積1　695，000「
技 開発研究　　　　　　　　　　　　　　　　769，617L　　　181，166」

静止気象衛星5丁目GMS－5》の開発　　　1，117，155（　1，506，419）

地球観測プラットフォーム技術衛星　　⑬　　29，915「〔債）9，226，320「
（ADEOS）の開発　　　　　　　　　18，351，964　L　11，887，113」

・：P轟）　　8，　645，　800　　　「・遷…》　　3，　024，　000　　「

術 熱帯降雨観測衛星（mMM）の開発　　　　　2，537，480　L　　919，099」

環境観測技術衛星（ADEOS－Il）の開発　　㊨5，135，000「⑬　　789，000「
研究　　　　　　　　　　　　　　　　1，698，819L　　　143，137」

一　　　　　　　　卿，k訂真＞　22，725，　948　　　「〔言毒）　40，　307，757　　－1

宇宙ステーション計画　　　　　　　　　46，750，127L　45，831，492」
「うち、宇宙実験・観測フリーフライ「

庁

L　　　ヤ（SFU）の開発　　　　」　　　526，322　（．　1，311，329）「うち、第2次国際微小重力実験室　「　　　　　　　「個　　146，982「

L（IML－2）計画参加　　　　J　　1，078，279　L　4，077，560」

4　一



（単位：千円）

省 平成5年度 平成6年度 要　　　　　　旨　　　　　平成6年度　「　平成5年度　「
担当機関 事　　　　項 、　l　　　　　　　l

庁 当初予算額 経　費 経　費　　L　当初予算額　」

理化学研究所 高エネルギー・トラン 52，000
ξ　0 衛星搭載用X線観測装置の開発　　　　i　　　　　o　（．　52，000）

科 ジェント現象の研究

「’ 「

学 1海洋科学技術セ’ 海洋科学技術センター出 一　　『　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一 海洋自動観測技術の研究開発　　　　　　　　73，955　　（73，955）1
1夕一 資及び助成に必要な経費 1

L 海1広域観測技術の研究開発　　　　　　　　120，416　　（120，416》」
技 「． 「

1 放射線’、行ク研究　　放射線酎テク研究　1
1日本原子力研究戸 放射線利用研究費 一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一 宇宙用部品・材料の耐放射線性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
術 1 の研究　　　　　　　　　　　　　　183，991　　　　　（1，663，122）1
L の内数　　　　　　　の内数　　」

庁 計 ⑬94，453，086 ㊨77，028，071
157，074，760 168，986，955

環
境

企画調整局 公害防止等調査研究費 479，856 610，841 衛星搭載用観測研究機器製作費　　　　　　610，841（　　479，856』）

庁
計 479，856 610，841

宇宙科学研究所 特別事業等に必要な経費 ⑬20，683，645 ⑱9，808，690 科学衛星研究経費　　　　　　　　　⑬9，808，690ド㊨15，373，904「
16，178，859 16，825，296 9，　139，　362　　L　　　　　　9，　180，　533　　」

［うち第16号科学衛星（MUSES－B）の開発］　4，201，125（　3，938，555）
⑬9，808，690

文 ［うち第17号科学衛星（LUNAR－A》の開発］　　952，300（　　566，395）
「⑱8，961，000「

∫言霧｛講半半ll撒1留開発］98軌000　L翫03a　oOO」
L開発研究　　　　　　　　　　」　　　　　51，130　C　　　　　O）

部 宇宙実験・観測フリーフライヤ
（SFU）開発経費　　　　　　　　　　　1，971，175　（　　939，472）

Mロケット開発経費　　　　33酬01519駄845）［うちM－Vロケットの開発］　　　　　　2，572，000　　　4，403，405）

省 「⑬5，309，741「
大型特別機械整備費　　　　　　　　　　2，322，266L　　834，956」

国際宇宙機関会議（SAF｝関連研究経費　　　　　24，053　（　　　24，053）

計 ⑬20，683，645 ㊥9，808，690
16，178，859 16，825，296

一　5



（単位：千円）

省 平成5年度 平成6年度 　　　　　9v　　　　　　　旨・　　　　平成6年度　「　平成5年度　「
担当機関 事　　　項 、l　　　　　　　l

庁 当初予算額 経　費 経　費　　L　当初予算額　」

機械情報産業局
　　　　　　；
ｳ人宇宙実験システムの 7，722，053 3，405，942 宇宙実験・観測刀一フライヤ（SFU）の開発　　　　2，630，265（　4，396，648）

通 開発等
軌道上からの無人回収シス払（EXPRESS》の
開発　　　　　　　　　　　　　　　　　775，677　（　3，325，405）

，’．、、　扇木　　　1 ●　　　　　　， ，　　　　　　， ｝’腺逓嗣子　　1　九丑　　　　　　，　，　　　　　，　，
研究開発等

資源衛星情報等単独システムの開発　　　　　1，624（　　　1，763）

商 資源探査用観測システムの研究開発　　　　　40，729（　　　60，774）

極軌道フ’ラットフザム搭載用資源探査観測

システムの研究開発（ASTER）　　　　4，002，914　（　2，907，020）

次世代合成開ロレーダ等の研究開発　　　　　44，997　（　　　44，324）

産 ’　　　　　　　号1　丑　　・　1

用動向調査 10，712 0 次世代実用衛星開発・利用動向調査　　　　　　　0　　　　10，712
ロ’、ツ　　　1の丑

発 137，107 193，872 宇宙用ロボット技術実験装置の開発　　　　　193，872・（　　137，107）
ロ　　ツ　　　　　　　一　　ス ロ　　ツ　　　　一　　　　　ロ目b　　　　　度
産業動向調査 8，740 8，680 の検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　8，680　　　　　8，740

業 小　　　計 12，882，081 9，970，108
，

広域環境影響モニタリング 温室効果気体観測システムの開発　　　　　　962，005　（　　904，000）
資源エネルギー庁 調査 1，004，004 1，481，898

次世代温室効果気体センサ（lMG－ll）　　519，893　（　　100，004）
の研究開発

省
工業技術院

　　．　　帽司ソスァ
ｲ査研究 20，000 0 太陽発電衛星技術に関する調査研究　　　　　　　0　（　　　20，000）

試験研究所の特別研究等 81，118 75，057 宇宙用高精度位置姿勢制御技術の研究　　　　13，448（　　　9，362）
に必要な経費

仮想環境を用いた遠隔プログラミングに　　　13，472（　　　7，345）
関する研究
（以上、機械技術研究所）
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（単位●千円〉

省 成5年度 平成6年度 要　　　　　　旨　　　　　平成6年度　「　平成5年度　「
担当機関 事　　　　項 l　　　　　　　l

庁 当初予算額 経　費 経　費　　L　当初予算額　」

通 工業技術院
試験研究所の特別研究等に必要な経費

5

宇宙環境の高度利用に関する研究　　　　　　48，137　（　　　52，562）（電子技術総合研究所）

商
次世代地質リモートセンシ〃に関する研究　　　　　　　0（　　　11，849）

産 （地響調査戸）

業 小　　　計 101，118 75，057

省
計 13，987，203 11，527，063

運輸本省一般行政に必要 2，695 2，934 宇宙への民間打上げ活動の促進を確保する
運輸政策局 な呈費 ための制度のあり方についての調査研究　　　　2，934　　　　　2，695）

運
運輸技術の研究開発に必 37，104 31，725 静止気象衛星5号（GMS－5）に搭載する
要な経費 る遭難信口用　建器の開発等　　　　　　　　31，725　（　　　37，m4）

航　空　局 管制施設の整備 ㊥21，280，000 運輸多目的衛星の調達　　　　　　　⑱21，280，000「　　　　　　「
0 98，000 98，　000　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　」

輸
気　象　庁 静止気象衛星業務に必要 ⑱9，120，000 静止気象衛星5号（GMS一・5）の開発　　　3，351，471（　4，519，255）

な経費 4，529，097 3，393，471
（薩彗｝　　9，　120，　000　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1

運輸多目的衛星の調達　　　　　　　　　　　42，000L　　　　　O」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

省 静止気象衛星の機能等調査　　　　　　　　　　　0　（　　　9，842）

⑱30，400，000
計 4，568，896 3，526，130

通信政策局 腿華言の開発等に必要 26，383 35，072 電波を利用した宇宙インフラストラク
`ャーの整備方策に関する調査研究　　　　　5，495　（　　　5，495）

郵 陸上移動体衛星通信及び移動体衛星音声
放送システムに関する研究開発　　　　　　　15，495（　　　9，738）

次世代熱帯降雨観測衛星搭載用降雨レーダ
政 等に関する研究　　　　　　　　　　　　　4，931（　　　　　0）

宇宙通信の長期ビジョン策定に関する
調査研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，681　（　　　4，681）

省
大容量衛星通信網に関する調査研究　　　　　4，470　（　　　　　0）

宇宙通信システムの信頼性向上に関する
調査研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　（　　　6，469）

7



（単位：　円

省 成5年度 平成6年度 要　　　　　　旨　　　　　平成6年度　「　平成5年度　「
担当機関 事　　　　項 l　　　　　　　l

庁 当初予算額 呈　費 経　費、　L　当初予算額　」

通信総合研究所　　　　　　ρ

畿婆騰黎研究醗 1，239，995 1，422，163
高度衛星通信放送技術の研究開発　　　　　692，4891（　　661，623）　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D

小型衛星通信技術の研究　　　　　　　　　　29，842　（　　　29，861）

衛星間通信技術の研究開発　　　　　　　　312，783（　　286，182）
郵

宇宙環境予報システムの研究開発　　　　　　72，560　（　　　69，775）

勢㌍蠣醗測のための二周波ドツ　7孔596（75，080）

政 光領域アクティブセンサーによる地球環
境計測技術の研究開発　　　　　　　　　　　20，080　（　　　20，655）

宇宙電波による高精度時空計測技術の研
究開発　　　　　　　　　　　　　　　　　47，025　（　　　44，415）

省 分散衛星システムによる宇宙通信の研究　　　49，270（　　　46，346）

陸上移動体衛星通信及び移動体衛星音声
放送セステムに関する研究開発　　　　　　　120，518　（　　　　　0）

航空・海上衛星技趣の研究　　　　　　　　　　　　0　　　　　6，058）

計 1，266，378 1，457，235
，

⑬115，136，731 ⑱117，236，761
合 計 193，555，952 202，933，520

一　8　一



　も
ｱ　　　　　　　　　　　　　　3．平成6年度宇宙関連経　　宇宙開発関係以外のもの）の概要

省
庁

担当機関 事　　　　項
平成5年度

柾於¥算額

平成6年度

@経　費

要

…

警
察
庁

通　信　局

　　　　　　　1

x察通信に必要な経費 89，180

、　907，882
通信衛星使用料

q星地上局設備改修

計 89，180 bo7，882

宇宙科学研究所 特別事業等に必要な経費 4，466，790 4，588，728 一般ロケット観測経

�ｵょう経費

､通経費

総ﾛ宇宙観測共同事

@宙基地利用基礎実

計 4，466，790 4，588，728

機械情報産業局 微小重力環境利用の研究 一 277，390 燃焼制御基盤技術の

通
産
省

資源エネルギー庁 資源衛星による探査技術
凾ﾌ研究 一 202，773

資源衛星による探査

?ﾍ開発リモートセ

計 一 480，163

航　空　局 簑制施設の整備 0 3，004，343 運命多目的衛星関連

電子航法研究所

；司 @｝　九月こ∂、　よ
y費 9，951 22，992 航空におけるGPS
　工　　　田　　　こ。、　よ

o費 253，800 230，600 衛星データリンクの

海上保安庁 水路　務運営に必要な経 131，388 116，960 海1測地の推進

気　象　庁 静止気象衛星業務に必要
ﾈ経費

⑱　　110，873
@　2，238，147 2，152，451

静止気象衛星業務運

ﾃ止気象衛星業務整

一般観測予報業務に必要
ﾈ経費

66，301 191，000 極軌道気象衛星資料

ﾃ止気象”星資料受

一　9　一

　　　　　　　　　o　　旨　　　　　平成6年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経　費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77，837

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　830，045

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1，602，942

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　814，956

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，728，195

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　305，645

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　136，990

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　277，390

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，59，773

水力開発リモートセンシング技術利用調査　　143，000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，004，343

航空におけるGPSの利用に関する研究　　　22，992

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　230，600　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　116，960

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，877，084

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　275，36了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　109，臼4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81，886

　　（単位：千円）

「　平成5年度　「
l　　　　　　　l
L　当初予算額　」

（89，180）
　　　　　　0）

（　　　　1，560，171　）

（　　　　　772，607　）

（　　　　1，683，174　）

（　　　　　　313，848　）

（　　　　　　136，990　）

（　　　一　　）

1　一　）
（　　　一　　）

　　　　　　0）

（　　　9，951）

（　　　　　　253，800　）

（　　　　　13L388　）

（　　　　2，　185，256　）

「⑱　　　　110，873　「

L　　　　　　 52，891　」

（　　　　　　　21，巴242　）

（　4寧159）



き 1

亀

3

省 平成5年度 平成6年度
担当機関 事　　　　項

庁 当初予算額 経　費
ヌも　仙噂　ユ　　　　こ3・

運 気象　庁 要な経費 248，686 235，969 気象ロ

輸 小　　　計 　　，Q，553，134 2，579，420

省 計 110，873
2，948，273 5，954，315

1　】邑轟　　也こρ・　冨
大臣官一 経費 76，799 76，523 衛星通

栗

通信政策局 腿蕪の開発等に必要 93，366 92，486 に関す

郵 宇宙通

アジア
テム構

通信総合研究所 宇宙通信技術の研究開発 422，338 978，728
工

政 に必要な経費等 通信衛

地球環
る研究

STEP計
省

宇宙電
究開発

首都圏

計 592，503 1，147，73了

国土地理院 測地基準点測量に必要な 一 923，447 日本列
経費

建 一 220，751 特定地

一 259，532 強化地

設 6，129 6，129 天文観

一 7，050 地殻活

省 一 30，889 離島地

計 6，129 1，447，798

一10一

（単位：千円）

要

気象ロケット観測

旨 平成6年度

　経　費

　　235，969

衛星通信ネットワークシステムの運用
　　軍団　　　こ　　騒釘　1　　青　廻ユ言
に関する開発調査

宇宙通信利用の高度化のための調査研究

アジア太平洋地域における衛星通信シス
テム構築に関する調査研究

　　　　　　　　九

通信衛星の実験研究

地球環境計測・情報ネットワークに関す

STEP計画期間における関連観測の強化

宇宙電波による高精度時空計測技術の研

首都圏広域地殻変動観測施設の整備

日本列島精密測地網測量経費

特定地域観測経費

強化地域観測経費

地殻活動調査経費

離島地殻変動観測経費

76，523

　2，230

　4，636

85，620

　9
33，043

15，969

　8，790

37，474

797，360

923，447

220，751

259，532

　6，129

　7，050

30，889

「　平成5年度　「
l　　　　　　　l
L　当刀予　額　」

（　　　　　　248，686　）

（
■
（
（
　
（
（
（
　
（
（
　
（
（

（
（
（
（
（
（

76，799）

　2，230）

　4，638）

86，498）

　9
38，647）

15，764）

　9，100）

42，163）

230，000　）

一　　）

一　　）

一　　）

6，129）

一　　）

一　　）



●
，

｝ （単位：　円）

省 ’成5年度 平成6年度 要　　　　　　旨　　　　　平成6年度　「　平成5年度　「
担当機関 事　　　　項 l　　　　　　　l

庁 当初予算額 呈　費 経　費、　L　当初予　額　」
無・：週吾隔　　　．昌

自 消防庁 に　する呈　等 40，956 42，263 消防防災通信維持費　　　　　　　　　　　　42，263　　　　40，956
ξム
’口

省 計 40，956 42，263

合 計 ⑱　　110，873
8，143，831 14，568，886

一1L一



●

●

平成6年度予算政府原案について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：百万円

平成5年度当初予算 平成6年度政府原案

対前年

Lび

対前年

Lび

宇宙関係 201，700 6．5％ 217，502 7．8％

一般会計 72，354，824 0．2 73，081，669 1．0

一般歳出 39，916，800 3．1 40，854，842 2．3

科学技術庁 581，577 5．4 605，238 4．1

一般会計のみ 437，575 6．2 463，611 6．0

宇宙関係 157，075 8．6 168，989 7．6

NASDA 152，184 8．1 164，348 8．0

原子力関係 323，637 2．1 324，012 0．1

科学技術関係 2，266，774 6．2

科学技術振興費 594，448 8．5 636，421 7．1

原子力関係 451，258 1．7 446，994 △0．9

r
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，平成6年度一般会計歳入歳出概算
t

平成6年2月15日
（単位　百万円）

区　　　　　　分
前年度予算額

i当初）　（A）

平成．6年度
T算額　（B）

比較増△減額

@（B－A）
●備　　　　考

歳　　　　　・．　入
亀

o

1．程税及印紙収入 ．61，303，000 ●56，665，000 △7，638，000

2．そ　の　他．収　入 2，92L824 5，773，669 2，851，845

鮎

q）　国債整理基金特 186，622 172，541 △　　　14，081

別会計受入金
・

（2）　その他収入 2，735，202 5，601，128 2，865，926

3．公　　　債　　　金 8，130．000・ 13，643，000
　　　ビ
T・513・0ρ0

●

合　　　　　計 72，354，824 73，081，669

’●

ﾕ　726，845

歳　　　　　出　　　　●

’1．国　　　債　　　費 15，442，347 14，360，242 △LO82，105

2．地方交付税交付金 15，617，350 12，757L752 △2，859，598
艦

3．一　　般・．歳　　出 39，916，800 40，854，842 938，042

4．産業投資特別会計 1，378，327． 3，564，065 2．185，738’

へ繰入等　　　　』

（1）事　　業　　分 1，300，000 L300，000 0

（2）償　　還　　分 78，327 2，264，065 2，185，738

計’ 72，354，824 71，536，901 △　　817．923

5．平成4年度決算不 一 L544，768 1，544，768

足補てん繰戻

合　　　　　計 72，354，824 73，081．・・669 726，845

（注1）計数整理の結果、異動を生ずることがある。
（注2）　「産業投資特別会計へ繰入等」において、　「事業分」には「日本電信竃話株式会社の株

　　式の売払収入の活用による社会資本の整備の促進に関する特別措置法」（昭和62年法律第
　　　　　　（以下、　「征会資本整備特別措置法」という）に基づき平成3年度まで貸付けを受
　　86号）
　　けて実施されていた公共白腱設事業のうち、当面、当該株式の売払収入以外の財源をもつ
　　’て行うこととした金額（平成5年度1．113，378百万円、平成6年度1・127・459百万円）を
　　含んでいる。ま’た、　「償還分」は「社会資本整備特別措置法」に基づき・公共的建設事業

　　に係る貸付金の償還時において負担又は補助すること’としオこ金額である。

一1一



し

　平成6年度一般会計歳出概算主要経費別内訳
し

平成6年2月15日
（単位　百万円）

前年度予算額 平成6年度 比較増△減額
事　　　　　　項 備　　　　考

（当初）　（A） 概算額　　（B） （B－A）

（社会保障関係費）

1．生　活　保　護・費 1，043，353 1，052，382 9，029

2．社．会　福　祉　費 ’2．987，829 3，187，472 199，652

3．社　会　保　険　費 8，15L2a8 8，288，559 137，271

4．保健衛生対策費 639，313 660，426 2Ll13

5．失　業　対’策　費 323，900 292，788 △　　　31，112

．　　　　　計 13，145，674 13，481，6を7 335，953

（文教及び科学振興費）

1．義務教育費国庫負担金 2，689，092 2，750，952

　
　
6
1
．
8
6
0
”

／

2．国立学校特別会計へ繰　入

，　1．461，992 1，520，352
”　　　58，360

3．科学技術振興費 594，448 636，421 41，973

4．文　　教　　施　　設　費 296，127 272，531 △　　　23，596

5．教育振興助成費 686，489 681，650 △　　　4，839

一A

6．育　英　事　業　費 92，309 95，890 3，581

計 5，8を0，457 5，957，796 137，339

国　　　　債　　　　費 15，442，347 14，360，242 △1，082，105

●
（愚’ @給　　関　　イ系　　費）

1．文　官　等　愚　給　費 100，558 93，727 △　　　6，831

2．旧軍人遺族等愚給費 1，543，792 1，540，178 △　　　3，614

3．恩給支給事務費 5，710 5，700 △　　　　　10

4．遺族及び留守家族等援 126，540 122，414 △　　　4，126
護費

・o

．●

計 1，776，600 1，762，019 △　　　14．581

地方交付税交付金 15，617，350 12，757，752 △2，859，598

防　　衛　　関　　係　　費 4，640，639 ’　4，683，548 42，909

一2一
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’

前年度予算額 平成6年度 比較増△減額
事　　　　　募　　　　　　　t　∫’　　　　　　　　　　　　，

メ当初）（A） 概算額　　（B） （B－A）
備　　　　　考

（公共事業関係費）

1．治山治水対策事業費 1，487，685 1，980，826 493，141

．2．道路整備事業費 　　’Q，434，898 ・3，105，893 670，995

3壌湾漁灘灘備隷 684，720 ．860・736． 176，016

4．住宅市街地対策事業費 1，033，535
@　　二ρ’

1，266，806 233・2ア1

5．．下水道環境衛生等施設 1，419，400 1・．973・282 553，882
整備費

畳

’6．農業農村整備事業費 1，163，896 1，490，367 326，471

7．林道工業用水等事業費 294，174 385β75 91，701

8．．調　　整　　費　　等 13，551 14，108 ．　　　　557

小　　　　　　計 8，531，859 11，d77，893 2546・034

9．災害復旧等事業費 68，215 68，215
．　♂●

@　　　　0

計 8，600，074 11，146，108 2，546，034

回忌　協　力　費 957，059 999，160 42，101

中　小企　業対　策　費 195，099 士87．651 △　　　7，448

エネルギー対策費’ 655，124 675，928 20，804

食　　糧　　管　　理．費 311，315 274，318 △　　36．●997

● 産業投資特別会計へ繰入 186，622 172，541 △　　　14，081

その他の事項経費 4，656，464

r　　　　、

S，728，211 71，747

予　　　　備　　　　費 350，000 350，000 0

、

小　　　　　　　計 72，354，824 71，536：901 △　　817，923

平成4年度決算不足補て 一 L544，768 1，544，768
ん繰戻

合　　　　　　計 72，354，824 73，081，669 726，845

（注）　「公共事業関係費」には、　「社会資本整備特別措置法」に基づき平成3年度まで貸付けを受け
　て実施されていた公共的建設事業のうち、当面、当該株式の売払収入以外の財源をもって行うこ
　ととした金額（平成5年度1．113．378百万円、平成6年度1，127，459百万円）及び「社会資本整
　備特別措置法」に基づき、公共的建設事業に係る貸付金の償還時において負担又は補助すること
　とした金額（平成5年度　78，327百万円、平成6年度2，264，065百万円）を含んでいる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一3一


